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　私は 10年前の 1期目の市長就
任の際、市職員に私の政治姿勢
として、3つの「C」の話をしまし
た。
　Challenge（チャレンジ・挑戦）
　Change（チェンジ・変革）
　Communication（コミュニケー

ション・意思疎通・対話）
　その後、新年の仕事始め式の際に、その年に特に
心掛けてほしいことを、「C」の頭文字のキーワード
にして職員に伝えていますが、今回はその言葉を紹介
したいと思います。
　まず、4つ目のCは「Chance」（チャンス・好機）
です。「チャンスは、いつもあるものではない、好機
と思えるときは、果敢に政策に取り入れ実行すべき
である」という思いを伝えました。
　5つ目は「Create」（クリエイト・創造する）です。
「行政は、どうしても保守的になってしまう傾向があ
るので、それを打ち破るには、クリエイトの気持ちを持
ち続けることが肝要である」という話をしました。
　6つ目は「Check（チェック )」の重要性の話をしま

した。「よい仕事、完璧な仕事にするためには、チェッ
クが必要であると同時に、自身の健康チェックも重要で
あることを認識しよう」と呼び掛けました。
　そして、ことしの 1月 4日、仕事始め式で 7つ目
のCの話をしました。7つ目は、「Confi dence」（コ
ンフィデンス・信頼」です。
　「市民の皆さまの大多数には、市役所や市職員を信
頼していただいている。それ故に信頼を汚すような
事件や事故、あるいは事案が起こると、市民の皆さ
まの怒りは大きなものになる。市民の皆さまの信頼
を裏切らない市役所、市職員であろう」という話をし
ました。
　最初の 3つのCは仕事に対する基本的な心構えで
すが、後の 4つのCも大変重要な視点であり、今後
も職員に常に意識してもらうよう促していきたいと
思います。また私自身も佐世保市政を預かるものと
して、この 7つのCを常に念頭に置きながら、引き
続き全力で市政運営に取り組んでいきたいと思いま
すので、市民の皆さまにはどうぞよろしくお願いい
たします。

佐世保市長　朝長　則男

7つ目の「C」　Confi dence 信頼

※この徳育通信を切り抜いてノートに貼り、「徳育ノート」として家庭で保管しましょう！

　一週間の京都一人旅を終え、佐世保へ帰るある夕方
のこと。京都駅でエスカレーターを降りた瞬間、キャ
リーバッグとともにつまづき、大勢の中を転倒してし
まいました。我ながら大変なことになったと気が動転
した瞬間、たくさんの方が心配して私を起こしてくだ
さり、「骨折していませんか」「歩けますか」と背中
をさすり、私の顔を見て「無事で良かった」と笑顔で
手を振って、それぞれ帰りを急がれました。
　これほど見知らぬ方に助けられ、まさしく「旅は道
連れ、世は情け」とありがたく感謝の気持ちでいっぱ
いです。
　助けてくださった京都の皆さま方、私は家族の待つ
佐世保へ無事に帰りました。日々の何気ない暮らし
の中にあって、老齢の私に思いもよらない喜びと感動

というたくさんのプレゼントをありがとうございまし
た。遠い果てからではありますが、厚くお礼を申し上
げます。

若竹台町　峯  佐知子（70代）

聞いて「徳」する話　　  旅先のエスカレーターにて

「聞いて徳する話」募集中
身の回りで見つけた“聞いて「徳」する話”
を募集中です。応募用紙に必要事項を記入
し、事務局に応募してください。応募用紙は
市ホームぺージからどうぞ。
事務局
　佐世保徳育推進会議（佐世保市教育会内）
　〒857-0054  栄町4番11号
　電話・ファクス 23-2856
　Eメール sasebotokuiku@alpha.ocn.ne.jp
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　昨年 4 月に坡州市に来て間もなく 1
年になります。坡州の皆さんに歓迎して
いただき、所属チームでは生活面までサ
ポートしてもらったおかげで、1年間無
事に過ごすことができました。坡州市役
所では、国際交流担当チームや文化観光
課で坡州市の行政について学びました。
そのほか、図書館で絵本の読み聞かせを行ったり、月 1回、
坡州市のウェブニュースに佐世保や日本文化のことを紹介し
たりするなど、さまざまな経験ができました。韓国の言葉や
文化、習慣に戸惑うこともありましたが、その度に韓国の人
に助けられました。親切にしてもらい、本当に感謝しています。
また、佐世保を離れて生活したことで、生まれ育った佐世保
の良さを再認識できました。4月には佐世保に戻りますが、
今後はこの経験を生かして、坡州と佐世保の交流促進に貢献
していきたいと思います。

佐世保市職員（坡州市派遣）　濵崎 崇

　アンニョンハセヨ。交換公務員として
坡州市から来た朴鏡善（パク・キョンソン）
です。佐世保に来てあまり時間が経って
いない感じがしますが、もうすぐ 1年が
経ち、坡州に帰る時期になったと思うと
名残惜しいです。佐世保での 1年間が夢
だったのではないかと思うくらいです。
九十九島や眼鏡岩など美しい佐世保の自然、よさこいチーム
のみんなと汗をかいて過ごした暑くて熱い夏、パールシーの
研修で新しい経験をし、いろんな人と出会った秋、きらきら
光るアーケードでパーティをして楽しかった冬、一つ一つの
大切な思い出を心に留めて帰ります。坡州に帰ったら、佐世
保の皆さんの温かい心を伝えたいです。坡州と佐世保のつな
がりになれるよう一生懸命頑張ります。一生忘れない思い出
を作ってくれた皆さんに本当に感謝しています。

坡州市交換公務員　朴　鏡善

シリーズ国際交流⑧

「それぞれの 1年を振り返って」

昨年4月から移住希望者のサポートを行っている「さ
せぼ移住サポートデスク」など、本市の移住促進の
取り組みについて朝長市長がお知らせします。

※スマートフォンなどでの視聴は
　こちらからどうぞ！

見やすく読みまちがえ
にくいユニバーサル
デザインフォントを使
用しています

問秘書課　☎ 24-1111

させぼ市政だより キラっ都させぼ

「させぼ移住サポートデスク！」

放送スケジュール

3 月 4日㊏、18日㊏
9時25分 NBC
11時45分 KTN

3月 11日㊏、25日㊏ 11時 40分 NCC

3月 12日㊐、26日㊐ 6時 30分 NIB

毎週日曜  18 時 55分（テレビ佐世保）

2月 1日 現在
総人口 253,149 人（-269 人）
　男性 119,339 人（-109 人）、女性 133,810 人（-160 人）
世帯数 105,256 世帯（-116 世帯）
1 月中の動き　
　転入 454 人、転出 563 人、出生 176 人、死亡 336 人

テレビ
　NBC  土曜 9時 25分～ 30分、NCC 土曜 11時 40分～ 45分
　KTN  土曜 11時 45分～50分、N I B  日曜 6時 30分～35分
ラジオ
　NBC  日曜9時25分～30分、　FM長崎  火曜s9時5分～10分
　FMさせぼ 火曜 10時 30分～ 35分・日曜  9 時 30 分～ 35分
新聞　長崎新聞 毎月第 2・4火曜

人の動き させぼ市政だより

広報させぼを
一部リニューアルしました

編集ソフトなどの制作環境が変わったことに伴い、

今月号から広報させぼの一部をリニューアルしてい

ます。リニューアル後の紙面では、従来のフォント

（字体）よりも読みやすく、判読しやすいユニバーサ

ルデザイン対応フォントを本文などに使用していま

す。これからもあらゆる人にとって読みやすく、親

しみやすい紙面づくりに努めていきますので、引き

続きご愛読いただきますようお願いします。

問秘書課　☎ 24-1111


